
令和5年12月吉日 

高 松 信 用 金 庫  

城南信用金庫の挑戦！！ 

～いつも誰かの“応援団”！～ 

 当金庫が観光誘致で全国の信用金庫へ香川県のPRをする封書を郵送したのがきっか

けとなり、東京都に本店を構える城南信用金庫とは、これまで何度か意見交換等の交

流を重ねてきました。 

 この度、令和5年12月4日（月）に当金庫本店にて城南信用金庫 川本理事長をお迎

えし、当金庫役職員に向け講演会を執り行いました。 

城 南 信 用 金 庫 川 本 理 事 長 が 当 金 庫 に て 講 演 会 を 行 い ま し た ！  

 1902年7月に故加納久宜子爵が入新井信用組合を設立し、その後1945年8月10

日に15信用組合が合併し、城南信用組合が発足いたしました。 

 城南信用金庫の原点となる2つの言葉があり、その1つが故加納久宜子爵の「一に

も公益事業、二にも公益事業、ただ公益事業に尽くせ」 

という言葉です。貧富の差が拡大していた入新井村で、地域の人々 

が少しでも現金収入を増やせるよう、新たな販路拡大を目的として 

物産の品評会を開催していました。この品評会で集まったお金を、 

地域の為に蓄えることを目的として、故加納子爵の自宅を入新井信 

用組合の店舗とし創設されました。地域のため、民衆のために一生 

を尽くした故加納子爵の「困った人を助ける」という想いは現代ま 

で脈々と受け継がれています。 
故加納久宜子爵 

講演会の様子 



 このような2人のDNAを受け継ぐ城南信用金庫は、「お客様のために、地域のため

に何ができるか、必要か」ということを常に考え経営をされています。 

 そのため、多くの金融機関が行う「預金をお願いします」「お金を借りてくださ

い」というお願いセールスをするのではなく、「今のお困り事は何ですか？」という

お客様の課題を金庫全体で解決するという営業スタイルに変更しました。その結果、 

お客様に喜んでいただくとともに、城南信用金庫の業績は右肩上がりとなりました。 

 また、城南信用金庫内に事務局を置き、全国の信用金庫・地方自治体・大学・企業

などを繋ぐ「よい仕事おこしネットワーク」の取組みにも注力しておられます。この

取り組みは、東日本大震災をきっかけに構築され、震災直後の2011年から2015年ま

での約4年間で城南信用金庫の職員総勢760名が参加したボランティア活動や震災被害

を受けた方へ出来る限りの支援の手を差しのべるため、東北の信用金庫で就職予定で

あった学生を「新規特別採用」枠として採用するなど継続的な支援を行っています。 

 2つ目は、城南信用金庫第3代理事長である故小原鐵五郎氏の

「貸すも親切、貸さぬも親切」という言葉です。故小原氏は、

「信用金庫の神様」と呼ばれ、城南信用金庫のみならず信用金庫

業界の発展のために精力的にご活躍されました。故小原氏の遺し

た「小原鐵学」は、現在も信用金庫の理念を示す言葉として大切

に受け継がれています。 

 当金庫理事長の大橋もこの「小原鐵学」に大変感銘を受け、

様々な場面で話をしております。 故小原鐵五郎氏 

  

 その他、全国の中小企業事業者の皆様の販路拡大・新たなビジネスチャンスなどを 

支援するため、毎年「よい仕事おこしフェア」を開催されており、今年度で11回目と

なります。このフェアは、業界最大級であり、今年度は過去最多となる523企業の出

展、33,689人の来場がありました。フェア内で多くの商談が行われ、大手百貨店への 

よい仕事おこしネットワーク 



出店が決まるなど実績も数多くあります。また、“毎

日が商談会”をコンセプトにインターネット上にも

「よい仕事おこしネットワーク」をオープンし、専

属のコーディネーターを置き、各種要望を解決する

ために全国をつないでいます。2020年7月に羽田イ

ノベーションシティー内に「よい仕事おこしプラ

ザ」を開設されております。ここでは、大手企業と

の商談会などを行うことができ、連携していれば誰

もが利用することのできる施設です。 

よい仕事おこしプラザ 

 このように、信用金庫は「地域を守り、地域の人々の幸せに奉仕する」という理念

を持つ、民主的な運営原理を持った協同組織の金融機関であること、また、城南信用

金庫の礎を築いた2人の想いを大切にした様々な取組みをされています。地域のために、

日本のためにという一貫した想いをもって日々活動され、それが金庫全体に浸透して

いることを強く感じました。 

 当金庫は、今後も城南信用金庫と連携を図り、香川県そして日本を明るく元気にで

きるよう地域活性化に取り組んで参ります。 

  

左：城南信用金庫 川本恭治理事長 
右：当金庫    大橋理事長 


